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令
和
三
年
暑
い
夏
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
感
動
致
し
ま
し
た
。

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
為
、
開
催
が
一
年
延

期
と
な
っ
た
事
は
選
手
に
と
っ
て
も
、
又
、
医

療
関
係
の
方
々
そ
の
他
多
く
の
方
々
に
と
っ
て

も
、
大
変
な
事
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

令
和
二
年
改
組
新

第
七
回
日
展
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
密
に
な
る
よ
う
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

は
中
止
し
、
生
命
を
守
る
万
全
の
努
力
を
し
な

が
ら
休
ま
ず
無
事
に
展
覧
会
を
開
催
さ
せ
て
頂

け
ま
し
た
事
は
、
こ
の
上
も
な
く
有
難
く
感
謝

致
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
第
八
回
日
展
は
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
を

し
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
す
が
、
日
本

画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
美
術
、
書
の
五
科
が

総
て
の
力
を
合
わ
せ
て
懸
命
の
努
力
を
致
し
、

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
従
事
者
の
方
々
の
日
々
に
心
か
ら
の

感
謝
を
し
な
が
ら
、
私
達
は
日
展
を
開
催
す
る

事
で
、
美
術
・
芸
術
・
文
化
を
世
に
送
り
出
し
社

会
に
役
立
ち
度
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

厳
し
く
苦
し
い
時
代
を
日
展
は
み
な
で
支
え
合

い
助
け
合
っ
て
、
必
ず
明
け
て
来
る
そ
の
時
を

信
じ
て
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
第
八
回
日
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
」

日
展
理
事
長

奥
田
小
由
女
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第
八
回
日
本
美
術
展
覧
会
実
施
内
容

会

期

令
和
３
年
１０
月
２９
日
（
金
）
〜
令
和
３
年
１１
月
２１
日
（
日
）

観
覧
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
入
場
は
午
後
５
時
３０
分
ま
で
。）

休
館
日

毎
週
火
曜
日

入
場
料

〇
当
日
券

一

般

一
、三
〇
〇
円

（
税
込
）

高
校
・
大
学
生

八
〇
〇
円

〇
団
体
券（
予
約
制
）・
前
売
券

一

般

一
、一
〇
〇
円

高
校
・
大
学
生

六
〇
〇
円

※
団
体
券
は
２０
名
以
上
。
２０
枚
購
入
に
つ
き
招
待
券
１
枚
進
呈
。

小
・
中
学
生
は
無
料
。

会

場

国
立
新
美
術
館

東
京
都
港
区
六
本
木
七
―
二
二
―
二

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
八
回
日
展

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
映
像
に
よ
る
作
品
解
説
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
し
た
が
い
、
講
演
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
映
像
に
よ
る
作
品
解
説
等
を
左
記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

（
入
場
無
料

於
国
立
新
美
術
館
三
階
講
堂
）

※
各
日
、
講
堂
前
に
て
整
理
券
を
お
配
り
し
ま
す
。（
定
員
５０
名

３０
分
前
〜
）

◎
な
お
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
最
新
情
報
は
、
公
式
サ
イ
ト
で
告
知
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

月

日

講
堂
で
の
イ
ベ
ン
ト

１０
月
３０
日（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

（
日
本
画
）

※
途
中
１０
分
休
憩

映
像
に
よ
る
作
品
解
説
「
自
作
を
語
る
」

今
年
度
受
賞
者
（
大
臣
賞
・
都
知
事
賞
・
会
員
賞
・
特
選
）

映
像
に
よ
る
作
品
解
説

今
年
度
審
査
員

１１
月
３
日

（
水
・
祝
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

（
洋
画
）

※
途
中
１０
分
休
憩

今
年
度
審
査
主
任
と
特
選
受
賞
者
に
よ
る
座
談
会

今
年
度
審
査
員
と
新
入
選
者
に
よ
る
座
談
会

１１
月
６
日（
土
）

午
後
２
時
００
分
〜
４
時
００
分
（
彫
刻
）

※
途
中
１０
分
休
憩

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
彫
刻
を
作
る
意
味
を
考
え
る
」

勝
野
眞
言
・
櫻
井
真
理
・
野
村
光
雄
・
前
芝
武
史

坂
本

健
・
脇
園
奈
津
江

作
品
解
説
「
彫
刻
」

上
田
久
利
・
小
野
啓
亘
・
上
田
ふ
み

１１
月
１３
日（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

（
工
芸
美
術
）

※
途
中
１０
分
休
憩

映
像
に
よ
る
作
品
解
説
「
工
芸
美
術
」

今
年
度
審
査
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
特
選
作
品
を
語
る
」

今
年
度
審
査
員

特
選
受
賞
者

１１
月
２０
日（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
書
）

※
途
中
１０
分
休
憩

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
展
の
書
」

（
進
行
）
真
神
巍
堂

伊
藤
一
翔
・
牛
窪
梧
十
・
永
守
蒼
穹
・
横
山
煌
平
・
綿
引
滔
天

作
品
解
説
「
書
」

遠
藤

彊
・
近
藤
浩
乎
・
吉
澤
大
淳
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第
八
回
日
展

審
査
員
・
係

第
八
回

日
展
審
査
員

九
五
名

審
査
員
長
（
理
事
長
）
奥
田
小
由
女

第
一
科
（
日
本
画
）
審
査
員

一
九
名

（
外
部
審
査
員
）

美

術

評

論

家

美

術

史

家

潮
江

宏
三

美

術

史

家

福
知
山
市
佐
藤
太
清
記
念
美
術
館
顧
問

安
田

晴
美

（
理

事
）
福
田

千
惠

村
居

正
之

（
会

員
）
坂
本

幸
重

橋
本

弘
安

平
尾

秀
明

池
内

璋
美

石
田

育
代

岩
田

壮
平

加
藤

智

中
出

信
昭

森

美
樹

諸
星

美
喜

（
準
会
員
）
岡
本

明
久

佐
藤
和
歌
子

谷
川

将
樹

寺
島

節
朗

林

秀
樹

第
二
科
（
洋
画
）
審
査
員

一
九
名

（
外
部
審
査
員
）

大
阪
市
立
美
術
館
長

篠

雅
廣

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長

冨
田

章

（
理

事
）
湯
山

俊
久

小
灘

一
紀

（
監

事
）
町
田

博
文

（
会

員
）
井
上

武

伊
藤

晴
子

小
川

尊
一

大
友

義
博

大
谷

喜
男

北
本

雅
己

西
田

伸
一

石
田

宗
之

小
牧

幹

児
玉

健
二

平
野

行
雄

福
井

欧
夏

前
原

喜
好

（
準
会
員
）
一
の
瀬

洋

第
三
科
（
彫
刻
）
審
査
員

一
九
名

（
外
部
審
査
員
）

川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
長

武
蔵
野
美
術
大
学
客
員
教
授

土
方

明
司

山
梨
県
立
博
物
館
長

筑
波
大
学
名
誉
教
授

守
屋

正
彦

（
理

事
）
能
島

征
二

山
本

眞
輔

（
会

員
）
江
里

敏
明

寒
河
江
淳
二

磯
尾

隆
司

緒
方

信
行

柏
原

花
子

川
崎

義
昭

寺
山

三
佳

堀
内

秀
雄

間
島

博
徳

山
下

清

吉
居

寛
子

（
準
会
員
）
清
島

浩
徳

鈴
木
紹
陶
武

鈴
木

徹
男

中
口

一
也

第
四
科
（
工
芸
美
術
）
審
査
員

一
九
名

（
外
部
審
査
員
）

練
馬
区
立
美
術
館
長

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

秋
元

雄
史

東
京
都
庭
園
美
術
館
長

樋
田
豊
次
郎

（
理

事
）
三
田
村
有
純

吉
賀

將
夫

（
会

員
）
相
武

常
雄

叶

道
夫

河
野

榮
一

干
田

浩

上
原

利
丸

小
林

祥
晃

佐
藤

好
昭

田
中

照
一

待
田

和
宏

森
田

清
照

（
準
会
員
）
十
二
町

薫

谷
口

勇
三

南

正
剛

向
井

弘
子

向
山
伊
保
江

第
五
科
（
書
）
審
査
員

一
九
名

（
外
部
審
査
員
）

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授

板
倉

聖
哲

九
州
国
立
博
物
館
長

島
谷

弘
幸

（
副
理
事
長
）
黒
田

賢
一

（
理

事
）
髙
木

聖
雨

（
会

員
）
真
神

巍
堂

高
木

厚
人

植
松

龍
祥

近
藤

浩
乎

関

吾
心

内
藤

富
卿

森
田

彦
七

山
本

大
悦

（
準
会
員
）
石
坂

雅
彦

倉
橋

奇
艸

澤
田

虚
遊

寺
坂

昌
三

歳
森

芳
樹

森
上

光
月

吉
澤

石
琥

第
八
回

日
展
《
係
》

（
◎
印
―
係
主
任
）

第
一
科
（
日
本
画
）

坂
本
幸
重

◎
橋
本
弘
安

平
尾
秀
明

池
内
璋
美

石
田
育
代

岩
田
壮
平

加
藤

智

中
出
信
昭

森

美
樹

諸
星
美
喜

岡
本
明
久

佐
藤
和
歌
子

谷
川
将
樹

寺
島
節
朗

林

秀
樹

第
二
科
（
洋
画
）

町
田
博
文

井
上

武

伊
藤
晴
子

◎
小
川
尊
一

大
友
義
博

大
谷
喜
男

北
本
雅
己

西
田
伸
一

石
田
宗
之

小
牧

幹

児
玉
健
二

平
野
行
雄

福
井
欧
夏

前
原
喜
好

一
の
瀬

洋

第
三
科
（
彫
刻
）

◎
江
里
敏
明

寒
河
江
淳
二

磯
尾
隆
司

緒
方
信
行

柏
原
花
子

川
崎
義
昭

寺
山
三
佳

堀
内
秀
雄

間
島
博
徳

山
下

清

吉
居
寛
子

清
島
浩
徳

鈴
木
紹
陶
武

鈴
木
徹
男

中
口
一
也

第
四
科
（
工
芸
美
術
）

◎
相
武
常
雄

叶

道
夫

河
野
榮
一

干
田

浩

上
原
利
丸

小
林
祥
晃

佐
藤
好
昭

田
中
照
一

待
田
和
宏

森
田
清
照

十
二
町

薫

谷
口
勇
三

南

正
剛

向
井
弘
子

向
山
伊
保
江

第
五
科
（
書
）

◎
真
神
巍
堂

高
木
厚
人

植
松
龍
祥

近
藤
浩
乎

関

吾
心

内
藤
富
卿

森
田
彦
七

山
本
大
悦

石
坂
雅
彦

倉
橋
奇
艸

澤
田
虚
遊

寺
坂
昌
三

歳
森
芳
樹

森
上
光
月

吉
澤
石
琥
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第
８
回
日
展
行
事
日
程
（
予
定
）

‖

係
会
関
係‖

１０
月
１７
日
（
日
）
午
後
３
時

入
選
者
・
特
選
受
賞
者
発
表

（
洋
画
・
工
芸
美
術
）

１０
月
１８
日
（
月
）
午
後
３
時

入
選
者
・
特
選
受
賞
者
発
表

（
書
）

１０
月
２１
日
（
木
）
午
後
３
時

入
選
者
・
特
選
受
賞
者
発
表

（
日
本
画
・
彫
刻
）

１０
月
２８
日
（
木
）
午
後
３
時

大
臣
賞
等
受
賞
者
発
表

１０
月
２９
日
（
金
）

第
８
回
日
展
開
会

１１
月
１１
日
（
木
）

第
８
回
日
展
授
賞
式

（
国
立
新
美
術
館
講
堂
）

１１
月
２１
日
（
日
）

第
８
回
日
展
閉
会

※
開
会
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
年
度
開

催
な
し
。

第
８
回
日
展
前
売
券
販
売
店
の
ご
案
内

（
１０
月
１
日
よ
り
販
売
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
Ｃ
Ｎ
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
店
内Fam

i

ポ
ー
ト
、他

デ
パ
ー
ト
（
友
の
会
）

東
武
・
丸
広

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

読
売
・
日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ヨ
ー
ク

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
他

他
に
画
材
店
・
画
廊
・
書
道
用
品
店
な

ど
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

日
展
公
式
サ
イ
ト
で
も
販
売
し
て
お
り

ま
す
。

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対

象

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
参
加
費
無
料
・
保
護
者
は
入
場
券
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

実
施
日
程

１０
月
３１
日
・
１１
月
７
日
・
１４
日（
日
曜
日
）

午
前
１０
時
３０
分
〜
日
本
画
・
洋
画
・
書

午
後
２
時
〜
彫
刻
・
工
芸
美
術

※
各
教
室
約
２
時
間

申
込
受
付

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
参
加

希
望
者
の
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
年

齢
・
人
数
・
希
望
日
・
希
望
部
門
（
第
２
希

望
ま
で
）を
明
記
の
上
お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
受
付
締
切
１０
／
２５
必
着
）

受
付
人
数

各
教
室
５
組
（
１０
名
程
度
）

☆
日
展
作
家
が
直
接
指
導
し
ま
す
。

☆
参
加
費
無
料

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

―
特
別
編
―

「
手
紙
を
書
こ
う
！
」

前
回
に
引
き
続
き
、
い
つ
で
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
手
紙
を
書

こ
う
！
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

作
品
を
み
て
発
見
し
た
こ
と
、
不
思
議
な
こ

と
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
「
言
葉
」
に
し

て
み
よ
う
！

●
参
加
資
格

小
・
中
・
高
校
生

●
参
加
の
方
法

↓
日
展
会
場
で
作
品
を
み
て
、
好
き
な

作
品
を
選
ぶ

↓「
手
紙
を
書
こ
う
！
」
コ
ー
ナ
ー
で
、

そ
の
作
品
の
作
家
に
手
紙
を
書
く

（
質
問
、
感
想
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
！
）

↓
作
家
か
ら
返
事
が
届
き
ま
す
。

★
日
展
会
場
の
専
用
ポ
ス
ト
に
投
函
す
れ

ば
、
特
製
缶
バ
ッ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

※
公
式
サ
イ
ト
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
缶
バ
ッ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
会
場
の
み
）

第
８
回
日
展
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
予
防
措
置
と
し
て
、
左
記
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

●
ら
く
ら
く
鑑
賞
会

●
ミ
ニ
解
説
会

●「
触
れ
る
鑑
賞
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

尚
、今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
が
生
じ
る

可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、最
新
の
情
報
は
、

公
式
サ
イ
ト
で
告
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

〒
１１０
―
０００２

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―
４
―
１

日
展
事
務
局
展
覧
会
係

（

０
３
―
３
８
２
３
―
５
７
０
１
）

（

０
３
―
３
８
２
３
―
０
４
５
３
）

（E

―m
ail
event@

nitten.or.jp

）

《
第
８
回
日
展
チ
ケ
ッ
ト
情
報
》

前
売
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

通
常
、一
般
一
枚
一
、一
〇
〇
円（
当
日

一
、三
〇
〇
円
）の
前
売
券
を
、ペ
ア
で

ご
購
入
の
場
合
、二
、〇
〇
〇
円
に
。通
常

の
前
売
券
よ
り
二
〇
〇
円
お
得
で
す
。

※
前
売
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
・

日
展
公
式
サ
イ
ト
の
み

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト

時
間
限
定
の
入
場
券

観
覧
時
間

午
後
４
時
〜
６
時

一
般
一
枚

四
〇
〇
円

高
・
大
学
生
一
枚

三
〇
〇
円

※
会
場
窓
口
の
み
販
売

第８回日展開催中のイベント
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特
別
寄
稿

日
展
詣
で

板

倉

聖

哲

日
展
は
い
わ
ゆ
る
官
展
の
流
れ
を
受
け
た
総
合
的
な

展
覧
会
で
、
も
と
は
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美

術
の
四
部
制
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四

八
）、
第
五
科
と
し
て
書
が
加
わ
り
五
科
制
と
な
っ

た
。
科
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
る
が
、
近
年
で
は
第
五

科
（
書
）
の
応
募
が
最
も
多
く
、
狭
き
門
と
な
っ
て
お

り
、
会
派
を
超
え
た
書
壇
の
「
今
」
が
質
・
量
を
伴
っ

て
一
望
で
き
る
一
年
一
度
の
機
会
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

私
は
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
美
術
（
絵
画
）

史
を
研
究
し
て
い
る
が
、
日
展
第
五
科
の
鑑
賞
は
現
在

の
自
分
に
か
な
り
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
中
国
で
は

古
く
か
ら
、
描
い
た
文
字
に
美
を
見
出
し
、
書
は
画
よ

り
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
、
前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
美
と
し
て
共
有
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
で
は
、
近

代
に
成
立
し
た
美
術
史
学
の
中
に
い
ま
だ
に
書
道
史
を

組
み
込
ん
で
い
な
い
大
学
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
中
国

美
術
史
を
研
究
す
る
上
で
、
そ
れ
は
大
き
な
壁
と
な
る

が
、
祖
父
の
梅
畦
（
清

一
八
八
九
〜
一
九
七
九
）、

父
の
境
外
（
勲

一
九
三
六
〜
二
〇
一
二
）
が
共
に
書

家
と
い
う
環
境
だ
っ
た
の
で
、
私
に
は
そ
の
壁
が
な

か
っ
た
。

父
が
日
展
に
初
入
選
し
た
の
は
昭
和
四
十
年
（
一
九

六
五
）、
私
が
生
ま
れ
た
年
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
物

心
つ
い
た
と
き
か
ら
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
上
野
の
東
京

都
美
術
館
で
日
展
を
拝
見
し
て
お
り
、
後
に
日
展
詣
で

は
習
慣
と
な
っ
た
（
現
在
の
会
場
は
国
立
新
美
術
館
）。

他
の
団
体
展
に
比
べ
て
も
、
展
示
さ
れ
た
作
品
群
に
漲

る
緊
張
感
が
尋
常
で
な
い
こ
と
は
子
供
な
が
ら
に
感
じ

取
れ
た
。安
定
し
た
様
式
を
築
い
た
大
家
の
作
品
で
も
、

明
ら
か
に
何
か
が
違
っ
て
見
え
た
。

日
展
の
書
に
は
古
典
的
な
も
の
か
ら
現
代
的
な
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、
振
り

返
る
と
、
漢
字
は
特
に
中
国
書
の
展
開
を
強
く
意
識

し
、
対
峙
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
日
本

の
書
壇
で
は
、
晋
唐
宋
の
「
古
典
」
の
み
な
ら
ず
、
張

瑞
図
・
倪
元
璐
・
王
鐸
、
金
農
・
鄭
燮
、
何
紹
基
・
趙

之
謙
・
呉
昌
碩
と
い
っ
た
書
画
家
達
の
個
性
的
な
書
風

が
流
行
し
、
日
展
で
は
彼
ら
の
書
風
に
倣
っ
た
作
品
が

少
な
か
ら
ず
出
品
さ
れ
た
。
私
は
、
子
供
の
時
分
、
中

国
書
に
倣
っ
た
こ
れ
ら
現
代
書
に
親
し
み
、
二
玄
社
の

モ
ノ
ク
ロ
図
版
を
見
て
、
東
京
国
立
博
物
館
な
ど
で
基

に
な
っ
た
書
家
の
作
品
に
触
れ
る
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。

後
に
美
術
史
学
と
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
あ
あ
、
こ
う
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
と
改
め
て
得
心
す
る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
学
び
の
前
に
現
代
書
か
ら
造
形
的
な
見
ど

こ
ろ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
だ
。

も
っ
と
も
、
近
年
は
異
な
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。
戦
後
日
本
の
書
を
牽
引
し
て
き
た

大
家
た
ち
か
ら
次
の
世
代
へ
と
交
替
し
、
大
家
の
築
い

て
き
た
美
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
、
先
鋭
化
さ
せ
た
作
品

が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
学
ぶ
べ
き

「
古
典
」
の
広
が
り
な
の
だ
が
、
個
人
的
に
は
、
又
、

さ
ら
に
「
古
典
」
が
開
拓
さ
れ
、
新
た
な
書
美
が
追
求
・

更
新
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

日
展
に
訪
れ
た
ら
、
も
ち
ろ
ん
他
の
科
に
も
足
を
運

ぶ
。
例
え
ば
、
日
本
画
の
東
山
魁
夷
（
一
九
〇
八
〜
一

九
九
九
）
・
杉
山
寧
（
一
九
〇
九
〜
一
九
九
三
）
・
髙

山
辰
雄
（
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
七
）
は
新
た
な
日
本
画

を
主
導
し
た
大
家
と
し
て
「
日
展
三
山
」
と
称
さ
れ
た

が
、
彼
ら
の
作
品
な
ど
は
必
ず
見
に
行
っ
た
。
特
に
好

き
だ
っ
た
の
は
髙
山
辰
雄
、
そ
の
象
徴
的
な
画
面
に
た

び
た
び
惹
き
付
け
ら
れ
た
。
後
に
、
企
画
に
参
加
し
た

「
南
宋
時
代
の
絵
画

才
情
雅
致
の
世
界
」
展
（
根
津

美
術
館

二
〇
〇
四
年
）
で
、
病
が
癒
え
た
ば
か
り
だ
っ

た
に
も
拘
ら
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
撮
影
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、
南
宋
絵
画
へ
の
強
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

感
慨
深
か
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
伝
統
的
な
藝
術
の
「
今
」
が
集
う
日

展
だ
が
、
そ
れ
が
毎
年
回
を
重
ね
る
こ
と
で
、
個
人
的

な
経
験
の
中
で
も
歴
史
化
し
て
い
く
。
そ
ん
な
思
い
も

あ
っ
て
続
け
て
い
る
日
展
詣
で
だ
が
、
外
部
審
査
員
に

任
命
さ
れ
た
今
年
は
一
段
と
異
な
る
意
識
を
も
っ
て
足

を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

板
倉

聖
哲
（
い
た
く
ら

ま
さ
あ
き
）

一
九
六
五
年
千
葉
県
生
ま
れ
。

東
京
大
学
文
学
部
美
術
史
学

科
卒
業
。
同
大
大
学
院
博
士

課
程
を
中
退
し
、
東
京
大
学

文
学
部
助
手
。

財
団
法
人
大
和
文
華
館
学
芸

部
部
員
を
経
て
、
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
、
現
在
、
同
教
授
。

編
著
に
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
三
編
』（
共
編
）
全
六
巻

（
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
一
三
〜
二
〇
二
〇
年
）、『
日

本
美
術
全
集
第
六
巻

東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
美
術
』

（
編
・
共
著
）（
小
学
館
二
〇
一
五
年
）、『
李
公
麟
「
五

馬
図
」』（
羽
鳥
書
店
二
〇
一
九
年
）等
多
数
。
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歌
舞
伎
俳
優
と
芸
術
の
使
命

―
日
展
を
鑑
賞
し
て
―市

川

海
老
蔵

一
〇
〇
年
を
越
え
る
歴
史
を
持
つ
日
展
は
、
日
本
を

代
表
す
る
美
術
展
で
あ
り
、
時
代
ご
と
の
日
本
美
術
の

粋
が
展
観
さ
れ
る
場
だ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
私
は

二
〇
一
七
年
に
初
め
て
日
展
の
会
場
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
第
一
科
の
日
本
画
か
ら
第
五
科
の
書
ま
で
全
て
鑑

賞
し
、
各
科
の
作
品
か
ら
伝
統
芸
術
と
そ
れ
を
踏
ま
え

た
新
し
い
表
現
と
い
う
も
の
を
素
人
な
が
ら
感
じ
取
り
、

感
激
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
画
で
は
絵
具
の
質
感
も
作

家
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
り
、
モ
チ
ー
フ
に
斬
新
さ

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
、
洋
画
で
は
西
洋
絵
画
の
伝
統
を

踏
ま
え
た
写
実
な
作
品
、
抽
象
性
が
あ
り
な
が
ら
作
家

の
想
い
が
伝
わ
る
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。
彫
刻
で
は
木

彫
・
石
彫
・
ブ
ロ
ン
ズ
な
ど
の
素
材
を
技
法
で
料
理
し
、

人
や
動
物
の
生
彩
を
放
つ
様
を
こ
こ
ま
で
表
現
で
き
る

の
か
と
驚
か
さ
れ
、
工
芸
美
術
は
陶
磁
器
や
人
形
な
ど

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
作
品
の
幅
の
広
さ
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書
は
漢
字
・
か
な
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
書
体
や
書
風
に

よ
っ
て
作
品
の
雰
囲
気
が
全
く
違
う
の
だ
な
と
感
じ
入

り
ま
し
た
。

会
場
に
は
子
供
た
ち
も
同
行

い
た
し
ま
し
た
が
、
二
人
が
目

を
輝
か
せ
て
作
品
を
鑑
賞
し
て

い
た
こ
と
も
よ
く
覚
え
て
お
り

ま
す
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
美

術
品
が
一
堂
に
展
観
さ
れ
る
展

覧
会
は
日
展
の
最
も
魅
力
的
な

部
分
で
あ
り
、
子
供
の
情
操
教

育
に
も
必
ず
や
意
味
の
あ
る
こ

と
だ
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸

美
術
・
書
な
ど
の
造
形
芸
術
と

歌
舞
伎
の
よ
う
な
表
演
芸
術
は

別
の
も
の
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

根
幹
に
あ
る
も
の
は
共
通
す
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
歌
舞
伎

の
歴
史
は
安
土
桃
山
時
代
か
ら

始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
時
代

か
ら
現
代
の
多
く
の
役
者
に
よ

り
様
々
な
表
現
、演
目
、演
出
な

ど
が
生
み
出
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に

時
代
ご
と
に
形
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
伝
統
芸
と
い
う

も
の
は
、
脈
々
と
紡
が
れ
て
き
た
技
や
表
現
を
最
も
大

事
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
ば
か
り
固
執
し

て
い
る
の
で
は
時
代
錯
誤
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
伝
統
を
深
く
学
ば
ず
、
た
だ
闇
雲
に
新
し
い
も

の
を
取
り
入
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
先
人
の
教
え
を
受
け
継
ぎ
、
各
人
の
解
釈
で
如
何

に
昇
華
・
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
歌
舞
伎

俳
優
の
命
題
で
あ
り
、
こ
の
部
分
が
日
展
各
科
の
作
家

に
も
共
通
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
歌
舞
伎
の
世
界
で
も
日
本
画
や
書
が
活

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば

舞
台
の
背
景
や
襖
に
描
か
れ
る
画
で
は
伝
統
的
な
画
法

が
用
い
ら
れ
て
い
た
り
、
看
板
に
使
わ
れ
る
文
字
は
勘

亭
流
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
の
書
家
岡
崎
屋
勘
六
が
生

み
出
し
た
独
特
な
文
字
で
す
。
ど
ち
ら
も
歌
舞
伎
に

合
っ
た
姿
で
、
歌
舞
伎
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
日
本
画
や
書
が
場
所
を
変
え
、
歌
舞
伎
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

芸
術
は
多
く
の
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
全

て
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ

は
先
人
の
足
跡
を
学
ぶ
こ
と
、
時
代
性
、
各
個
人
の
人

間
性
の
表
現
で
す
。
ま
た
東
洋
と
西
洋
な
ど
の
文
化
・

地
域
性
に
よ
る
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
、
融
合
さ
せ
る

と
い
っ
た
こ
と
も
重
要
で
し
ょ
う
。
歌
舞
伎
俳
優
と
日

展
作
家
、
日
本
の
芸
術
の
一
端
を
担
う
我
々
が
、
世
界

に
日
本
の
芸
術
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
今
後
も
日
展
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

十
一
代
目

市
川

海
老
蔵
（
い
ち
か
わ

え
び
ぞ
う
）

一
九
七
七
年
東
京
都
生
ま
れ
。

十
二
世
市
川
團
十
郎
の
長
男
。

一
九
八
三
年
歌
舞
伎
座
『
源

氏
物
語
』
の
春
宮
で
初
お
目

見
得
。
一
九
八
五
年
五
月
歌

舞
伎
座
『
外
郎
売
』
の
貴
甘

坊
で
七
代
目
市
川
新
之
助
を

名
乗
り
初
舞
台
。
二
〇
〇
四
年
五
月
歌
舞
伎
座
『
暫
』

の
鎌
倉
権
五
郎
、『
勧
進
帳
』
の
富
樫
ほ
か
で
十
一
代

目
市
川
海
老
蔵
を
襲
名
。

日
本
の
伝
統
芸
能
を
次
世
代
に
伝
え
る
べ
く
、「
古
典

い
ざ
な

へ
の
誘
い
」「A

BK
A
I

」
な
ど
の
自
主
公
演
や
、
二
度

に
渡
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
演
、
二
〇
一
六
年
に
は
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「GRA

N
D
JA
PA
N
T
H
EA
T
ER

」
公

演
を
実
施
し
た
。
歌
舞
伎
だ
け
で
は
な
く
、
映
像
の
世

界
で
は
二
〇
一
四
年
に
映
画「
利
休
に
た
ず
ね
よ
」で
、

第
三
十
七
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
主
演
男
優
賞
を

受
賞
。

歌
舞
伎
俳
優
。
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第
八
回
日
展

各
科
審
査
員
よ
り

感
謝
と
責
任
を
も
っ
て坂

本
幸
重
（
第
一
科

会
員
・
審
査
員
）

日
展
審
査
員
を
拝
命
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

私
自
身
、
日
展
の
出
品
作
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自

分
自
身
の
全
て
に
成
長
が
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

審
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
出
品
作
品
の
全
て
が
一
生
懸
命
に
描
か
れ
て
お

り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
、
そ
の

作
品
に
対
し
て
、
全
力
で
真
摯
に
対
峙
し
な
け
れ
ば
と

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
今
夏
も
ま
た
各
地
で
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。先
も
見
え
ず
心
身
と
も
に
落
ち
着
い
て
制

作
す
る
こ
と
が
難
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
大
変
な

状
況
の
中
、
出

品
さ
れ
る
、
一

点
一
点
の
作
品

に
対
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
真

剣
さ
を
も
っ
て

審
査
に
あ
た
ら

ね
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い

作
品
が
会
場
に

展
示
さ
れ
る
こ

と
を
、
祈
っ
て

い
ま
す
。

笹
百
合

池
内
璋
美
（
第
一
科

会
員
・
審
査
員
）

こ
の
花
が
咲

く
季
節
に
な
る

と
思
い
出
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
四
十
年

も
前
の
こ
と
で

す
。
当
時
、
師

の
三
輪
晁
勢
先

生
は
大
津
の
坂

本
に
あ
る
西
教

寺
で
壁
画
を
描

い
て
お
ら
れ
、

私
は
そ
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
日
寺
の
近
く
で
見
つ

け
た
笹
百
合
を
一
輪
、
制
作
室
に
お
持
ち
す
る
と
大
変

喜
ば
れ
、
制
作
の
手
を
止
め
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
写
生
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
鉛
筆
を
動
か
し
な
が
ら
そ
ば
に
い

る
私
に
絶
え
ず
話
し
か
け
ら
れ
る
話
題
は
多
岐
に
わ
た

り
、
そ
の
穏
や
か
な
語
り
口
に
耳
を
傾
け
る
時
間
は
楽

し
い
も
の
で
し
た
。

そ
ん
な
先
生
は
誰
の
ど
ん
な
絵
に
対
し
て
も
丁
寧
に

接
せ
ら
れ
、
厳
し
い
意
見
も
ご
自
分
の
こ
と
に
な
ぞ
ら

え
謙
虚
に
お
話
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
先
生

の
薫
陶
を
受
け
た
私
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
当
時
の

先
生
の
年
齢
に
差
し
掛
か
っ
た
今
年
、
日
展
の
審
査
員

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
三
輪
先
生
の
お
心
を
胸
に
謙

虚
な
気
持
ち
で
、
一
点
一
点
の
作
品
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

蝉
し
ぐ
れ

林

秀
樹
（
第
一
科

準
会
員
・
審
査
員
）

出
品
さ
れ
る
絵
は
、
作
者
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
魂
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
を
鑑
審
査
す
る
こ
と
は
、
大

変
な
迷
い
が
生
じ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
苦
痛
と

言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

酷
暑
の
日
、
普
段
よ
く
歩
く
木
立
の
中
い
つ
も
よ
り

多
く
の
蝉
の
泣
き
声
が
重
な
り
、
耳
の
中
で
ハ
ウ
リ
ン

グ
を
起
こ
す
よ
う
な
中
で
、
突
然
そ
の
重
責
が
ま
さ
に

重
り
の
よ
う
に
心
の
中
に
ズ
シ
ン
と
降
り
て
き
ま
し
た
。

こ
の
同
じ
酷
暑
の
中
、
写
生
に
汗
し
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
下
絵
に
呻
吟
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
早
く
も
本
紙
と
の
苦
闘
を
始
め
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
方
達
の
声
を
自

分
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ

て
審
査
さ
れ
る
側

だ
っ
た
自
分
は
、

す
る
側
の
こ
ん
な

重
圧
に
思
い
も
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
の
日
の

思
い
を
忘
れ
ず
、

真
っ
直
ぐ
に
作
品

と
対
峙
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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崇
高
を
求
め
る
精
神
は
芸
術
の
中
に
存
在
す

小
灘
一
紀
（
第
二
科

理
事
・
審
査
員
）

何
回
か
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も
一
生
懸

命
に
描
か
れ
た
作
品
の
審
査
は
重
責
で
難
し
い
。
そ
の

上
、
洋
画
部
門
は
出
品
者
が
多
く
大
変
な
思
い
で
審
査

を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
先
輩
方
に
「
伝
統
あ
る
日
展
と
し
て
優

れ
た
作
品
を
審
査
し
な
さ
い
」の
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

い
つ
も
こ
の
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
審
査
に
臨
む
よ
う
心

が
け
て
い
る
。

さ
ら
に
私
が
揺
る
ぎ
無
き
審
査
の
哲
学
と
し
て
い
る

こ
と
。
そ
れ
は
優
れ
た
作
品
と
は
、
技
術
の
優
劣
も
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
多
少
荒
削
り
で
も
作
家
が
美
を
求

め
、
あ
が
き
苦
闘
し
て
創
り
上
げ
た
魂
の
入
っ
た
作
品

を
よ
く
観
て
審
査
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
人
は
パ
ン
の
み
に
よ
っ
て
生
き
る
に
あ
ら
ず
」
と

い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
人
間
は
動
物
と
違
っ
て
精
神
を

志
向
し
、
精
神
の
為
に
死
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は

命
よ
り
大
切
な
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
。
現
代
の
物
質
主

義
は
「
魂
の
進
化
」
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
崇
高
を
求

め
る
精
神
こ
そ
芸
術
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。

犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
む
人
と
共
に

石
田
宗
之
（
第
二
科

会
員
・
審
査
員
）

こ
の
度
、
第
八
回
日
展
審
査
員
を
拝
命
い
た
し
、
こ

れ
ま
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
方

に
あ
ら
た
め
て
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
大
変
身
の

引
き
締
ま
る
気
持
ち
で
す
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
展
覧
会
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

中
、
日
展
開
催
に
向
け
て
の
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
審
査
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
そ
の
責
務
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
べ
く
、
作
品
一

点
一
点
に
真
摯
に
向
き
合
い
臨
む
所
存
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
日
ま
で
の
二
年
程
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
制
作
活
動
に
お
け
る
直
接
お
会
い
し
て
の
リ
ア

ル
な
交
流
の
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
沈
思
黙
考
し

て
制
作
す
る
時
間
を
い
た
だ
い
た
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
多
く
の
人
と
話
を
し
よ
う
と
思
う
の
な
ら
、
一
人

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
昔
読
ん
だ
こ
の
言
葉

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
自
分
の
制
作
を
突
き
詰
め
れ
ば

突
き
詰
め
る
ほ
ど
、
い
つ
の
時
代
ど
こ
の
場
所
の
人
と

で
も
、
お
互
い
に
通
じ
あ
え
る
世
界
が
き
っ
と
あ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

心
の
思
索

一
の
瀬

洋
（
第
二
科

準
会
員
・
審
査
員
）

日
展
は
美
の
殿
堂
で
す
。
こ
の
度
、
初
め
て
審
査
員

を
仰
せ
つ
か
っ
た
大
任
の
重
さ
に
、
深
い
責
任
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
審
査
員
と
し
て
、
一
生
懸
命
に
務
め
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
己
の
作
品
を
省
み
れ
ば
、
そ

の
未
熟
さ
を
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
反
省
の
日
々
を
過
し

て
い
ま
す
。

昔
か
ら
風
景
を
描
く
事
が
好
き
で
す
。
大
自
然
か
ら

学
ん
で
画
面
構
成
を
し
、
造
形
的
な
美
を
求
め
て
、
高

原
で
雪
に
埋
も
れ
な
が
ら
何
度
も
く
り
返
し
て
制
作
を

致
し
て
お
り
ま
す
と
、
生
か
さ
れ
て
い
る
気
持
ち
が
実

感
と
し
て
湧
い
て
来
ま
す
。

日
本
の
精
神
風
土
に
お
け
る
芸
術
に
、
少
し
で
も
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
呼
吸

し
生
き
て
い
る

仕
事
を
目
標
と

し
て
、
毎
日
を

コ
ツ
コ
ツ
と
美

の
探
究
の
た
め

に
研
鑽
を
重
ね

て
参
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り

ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
、

一
日
も
早
く
収

束
に
向
か
う
こ

と
を
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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感
動
す
る
心

柏
原
花
子
（
第
三
科

会
員
・
審
査
員
）

美
大
に
入

学
し
て
ま
も

な
く
、
授
業

の
一
環
で
無

声
映
画
「
鉄

路
の
白
薔

薇
」
を
観
ま

し
た
。
そ
の

時
の
感
動
と

衝
撃
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ

ず
、
世
の
中
に
こ
ん
な
に
す
ご
い
も
の
が
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
に
触
れ
た
り
、
追

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
自
分
の
感
性
を
育
む
」
桑
原
巨

守
先
生
の
教
え
で
し
た
。
実
技
以
外
に
映
画
、
舞
台
芸

術
、
音
楽
な
ど
の
初
め
て
知
る
世
界
は
と
て
も
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。
感
動
す
る
心
が
明
日
へ
の
創
作
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

日
展
に
出
品
し
始
め
た
頃
の
数
回
の
落
選
は
、
来
年

へ
の
意
欲
と
し
て
若
い
自
分
が
鍛
え
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。

昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
世
界
中

が
新
し
い
生
活
様
式
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
日
展
は
人
々
に
創
造
性
あ
ふ
れ
た
美
術

作
品
を
発
信
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
人
々
の
心
が
温
か
く
な
る
よ
う
な
そ
ん
な
作
品
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

審
査
に
あ
た
り
、
一
人
一
人
が
強
い
思
い
を
込
め
て

制
作
し
た
作
品
と
の
出
会
い
と
感
動
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

自
分
と
向
き
合
う鈴

木
紹
陶
武
（
第
三
科

準
会
員
・
審
査
員
）

幼
い
頃
よ
り
父
に
連
れ
ら
れ
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

日
展
の
巡
回
展
を
家
族
で
鑑
賞
す
る
の
が
、
新
春
の
恒

例
行
事
で
し
た
。

父
や
祖
父
、
伯
父
に
憧
れ
自
分
も
大
き
く
な
っ
た
ら

父
た
ち
と
一
緒
に
日
展
へ
出
品
す
る
こ
と
が
夢
で
し
た

が
、祖
父
が
他
界
し
、そ
の
後
父
も
亡
く
な
り
ま
し
た
。

高
校
、
大
学
で
彫
刻
を
勉
強
し
た
私
は
、
父
や
祖
父
が

出
品
し
て
い
た
四
科
（
工
芸
美
術
）
で
は
無
く
、
三
科

（
彫
刻
）
で
日
展
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
初
出
品
の
結
果

は
落
選
で
し
た
。
そ
の
時
は
人
生
が
終
わ
っ
た
よ
う
な

感
が
あ
り
ま
し
た
。
慢
心
し
て
い
た
と
反
省
し
、
不
安

で
搬
入
日
の
朝
ま
で
修
正
を
続
け
た
作
品
が
、
日
展
に

初
入
選
し
た
時
の
喜
び
は
、今
も
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
日
展
審
査
員
に
任
命
さ
れ
委
嘱
状
を
拝
受

し
、
喜
び
以
上
に
そ
の
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
こ

れ
ま
で
ご
指
導

頂
い
た
先
生
方

に
感
謝
し
、
今

一
度
自
分
と
向

き
合
い
、
審
査

で
出
会
う
作
品

と
も
真
摯
に
向

き
合
い
、
こ
の

機
会
に
彫
刻

へ
の
学
び
を
深

め
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
審
査
員
と
し
て

中
口
一
也
（
第
三
科

準
会
員
・
審
査
員
）

東
南
に
霊
峰
白
山
、
北
に
石
川
県
最
大
の
河
川
手
取

川
が
位
置
す
る
加
賀
平
野
（
金
沢
平
野
）
の
自
然
豊
か

な
土
地
で
生
ま
れ
現
在
も
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地
は

九
谷
焼
の
産
地
で
あ
り
私
の
実
家
の
家
業
は
九
谷
焼
の

窯
元
で
し
た
。
そ
の
た
め
子
供
の
こ
ろ
は
九
谷
焼
を
継

ぐ
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
九
谷
焼

で
日
展
に
出
品
さ
れ
て
い
る
作
家
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
私
も
工
芸
で
日
展
に
挑
戦
す
る
の

で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
ご
縁
が
あ
り
彫
刻

を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
の
陶
芸

の
粘
土
遊
び
の
思
い
出
が
あ
り
塑
像
を
中
心
に
制
作
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
が
こ
の
た
び
初
め
て
第
三
科
彫

刻
の
審
査
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
不
安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
審
査

員
と
し
て
作
品
を
拝
見
し
、
勉
強
す
る
い
い
機
会
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
数
年
前
ま
で
審
査
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
作
者
の
制
作
意
図

も
考
え
真
摯
に
審
査
に
向
か
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
八
回
日
展
審
査
に
あ
た
っ
て

小
林
祥
晃
（
第
四
科

会
員
・
審
査
員
）

こ
の
度
、
二
度
目
の
審
査
員
を
拝
命
す
る
に
あ
た
っ

て
、初
め
て
審
査
し
た
時
の
事
を
、よ
く
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
時
は
、
審
査
の
形
や
流
れ
が
つ
か
め
ず
、
先
輩

審
査
員
の
背
中
を
見
、
教
え
を
乞
い
な
が
ら
、
そ
の
重

責
を
な
ん
と
か
必
死
で
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

先
輩
審
査
員
の
先
生
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
一
年

間
の
集
大
成
と
も
言
え
る
作
品
に
対
し
て
、
責
任
あ
る

姿
勢
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
態
度
を

目
の
当
た
り
に
し
、審
査
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

今
回
再
び
審
査
員
と
し
て
の
機
会
を
頂
き
、
作
品
に

込
め
ら
れ
た
作
家
の
様
々
な
想
い
を
感
じ
な
が
ら
、
真

摯
な
姿
勢
で
、
確
か
な
審
美
眼
を
持
っ
て
、
少
し
で
も

作
者
の
糧
と
な
れ
る
よ
う
に
誠
心
誠
意
、
公
平
公
正
な

審
査
に
臨
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
展
に
寄
せ
て

待
田
和
宏
（
第
四
科

会
員
・
審
査
員
）

こ
の
度
、第
八
回
日
展
の
審
査
員
の
任
命
を
受
け
て
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

若
い
頃
、
鑑
審
査
通
知
が
届
く
と
封
筒
の
厚
み
を
確

認
し
た
も
の
で
し
た
。
薄
い
と
落
選
の
痛
み
を
感
じ
、

厚
い
と
入
選
の
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

目
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
私
の
想
い
を
物
質
化

す
る
技
術
（
目
に
見
え
な
い
何
か
を
作
品
に
投
影
す

る
）
と
、
基
礎
的
な
事
は
も
ち
ろ
ん
必
須
で
す
が
、
日

展
を
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
に
感
動
を
与

え
ら
れ
る
、そ
ん
な
作
品
を
制
作
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
、
審
査
員
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う

一
層
作
品
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
審
査
に
あ
た
っ
て
、
真
摯
に
、
誠
実
に
、
公
平

公
正
に
、
出
品
さ
れ
る
一
点
一
点
の
作
品
に
し
っ
か
り

向
き
合
い
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
作
品
と
は
何
か
を
考
え

な
が
ら
、
鑑
審
査
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
制
作
者

と
し
て
、
発
表
す
る
場
が
あ
る
、
評
価
を
得
る
機
会
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

日
展
新
審
査
員
と
し
て

向
山
伊
保
江
（
第
四
科

準
会
員
・
審
査
員
）

学
生
時
代
に
七
宝
を
学
び
、
作
品
制
作
を
し
な
が
ら

も
、
七
宝
が
自
身
に
向
い
て
い
る
素
材
か
ど
う
か
自
問

自
答
を
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

恩
師
で
あ
る
故
佐
野
登
志
子
先
生
を
は
じ
め
、
七
宝

作
家
の
諸
先
生
方
が
古
典
的
な
技
法
に
留
ま
ら
ず
、
表

現
法
に
お
い
て
も
可
能
性
を
探
り
、
後
進
の
道
を
切
り

開
か
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ケ
イ
・
ウ
ィ
ッ
ト
コ
ム

の
大
胆
且
つ
繊
細
な
作
品
構
成
と
七
宝
独
自
の
色
彩
を

観
た
と
き
は
心
が
奪
わ
れ
、
七
宝
が
如
何
に
魅
力
の
あ

る
工
芸
素
材
の
一
つ
で
あ
る
か
を
実
感
し
ま
し
た
。
佐

野
先
生
よ
り
譲
り
受
け
た
ケ
イ
氏
の
作
品
は
制
作
の
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
初
め
て
審
査
員
の
委
嘱
を
賜
り
、
緊
張
と

鑑
審
査
の
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

素
材
と
技
術
を
駆
使
し
、
表
現
の
可
能
性
を
追
求
し

た
多
く
の
作
品

に
出
会
え
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

一
点
一
点
と

真
摯
に
向
き
合

い
、
若
輩
者
で

は
あ
り
ま
す
が
、

戴
い
た
貴
重
な

機
会
に
感
謝
し

つ
つ
、
誠
心
誠

意
務
め
た
い
と

存
じ
ま
す
。
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真
剣
勝
負

真
神
巍
堂
（
第
五
科

会
員
・
審
査
員
）

私
が
初
め

て
日
展
に
出

品
し
た
の
は

確
か
昭
和
四

十
二
年
だ
っ

た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

勿
論
そ
の
年

は
見
事
に
落

選
し
た
の
で

す
が
、
そ
の

次
の
年
初
入

選
し
、
以
後

二
回
目
の
特

選
を
受
賞
し

た
一
九
九
六

年
ま
で
の
凡
そ
三
十
年
間
、
毎
年
毎
年
入
選
通
知
を
胸

の
鼓
動
を
抑
え
て
待
ち
、
そ
の
封
筒
の
厚
み
で
歓
喜
し

或
い
は
落
胆
し
た
も
の
で
す
。
一
年
間
の
生
活
の
リ
ズ

ム
も
日
展
中
心
に
な
り
、
そ
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
次
の
日
展
の
作
品
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
と
り

わ
け
落
選
し
た
時
の
あ
の
内
臓
を
え
ぐ
り
と
ら
れ
る
よ

う
な
苦
し
み
を
二
度
と
味
わ
い
た
く
な
い
た
め
に
一
年

間
精
進
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

二
回
目
の
特
選
受
賞
の
時
、
賞
の
大
き
さ
よ
り
、
今
日

か
ら
は
あ
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
安
堵
感

が
先
に
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
初
審
査
員
以
降
、
今
回
六
度
目
の
審
査

員
を
務
め
ま
す
が
、
そ
の
都
度
あ
の
苦
し
い
経
験
を
思

い
出
し
誠
心
誠
意
作
品
に
対
峙
し
、
真
剣
勝
負
を
念
頭

に
お
い
て
臨
み
ま
す
。
か
か
っ
て
こ
い
！

コ
ロ
ナ
を
逆
手
に
と
っ
て

近
藤
浩
乎
（
第
五
科

会
員
・
審
査
員
）

こ
の
度
、
二
度
目
の
審
査
員
を
拝
命
し
、
そ
の
重
責

に
身
の
引
締
ま
る
想
い
で
お
り
ま
す
。

不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
で
私
は
今
、
書
の
奥
深
さ
に

の
め
り
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
学
生
時
代
は
数
学
ば
か

り
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
小
五
の
時
出
会
っ
た
数
学
塾

の
先
生
が
、
数
学
の
面
白
さ
だ
け
で
な
く
、
人
生
で
ど

ん
な
大
き
な
山
に
も
怯
ま
ず
楽
し
く
立
ち
向
か
う
こ
と

を
教
え
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
。

長
期
に
わ
た
る
人
類
に
立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
山
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
自
由
な
生
活
の
中
、
増
え
た
お
家
時

間
で
多
く
の
方
が
作
品
作
り
の
上
で
、
構
成
や
線
の
研

究
を
し
、
書
道
の
新
た
な
挑
戦
に
意
欲
を
燃
や
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て

い
て
も
最
後
は
鍛
練
と
精
神
力
が
物
を
言
う
よ
う
で

す
。
暑
い
夏
に
踏
ん
張
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
方
の
作
品
を

見
落
と
さ
な
い
よ
う
、
審
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
自

分
の
見
識
が
試
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
肝
に
銘
じ
、
公

明
公
正
な
審
査
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、六
本
木
の
美
術
館
に
並
べ
ら
れ
た
時
、各
々

の
作
品
が
光
っ
て
い
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
八
回
日
展
審
査
員
を
拝
命
し
て

歳
森
芳
樹
（
第
五
科

準
会
員
・
審
査
員
）

こ
の
度
、
日
展
の
審
査
員
を
拝
命
し
驚
き
、
光
栄
で

あ
る
と
共
に
そ
の
任
の
重
さ
が
日
に
日
に
増
し
て
お
り

ま
す
。

日
展
に
出
品
す
る
に
あ
た
り
師
匠
か
ら
作
品
は
一
年

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
毎
年
何
が
あ
っ
て
も
出
品

し
研
鑽
を
重
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
。
と
言
わ
れ
た
言
葉

を
胸
に
そ
れ
以
来
毎
年
日
展
作
品
に
そ
れ
ま
で
の
全
て

が
凝
縮
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か

し
自
身
の
思
い
描
い
た
作
品
と
は
ま
だ
ま
だ
距
離
の
あ

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
一
生
鍛
錬
を
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

日
展
に
出
品
さ
れ
る
作
品
は
そ
の
よ
う
な
作
家
の
全

て
の
力
、
思
い
の
籠
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
止
め
、
総
合
的
に
判
断
す
る
事
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
れ
が
審
査
員
の
務
め
の
一
つ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
回
の
審
査
に
当
た
ら
れ
る
先
生
方
に
学
び
な
が

ら
、
今
ま
で
の
自
分
の
経
験
も
加
え
、
一
点
一
点
の
作

品
を
真
摯
に
見
つ
め
て
良
い
作
品
を
と
襟
を
正
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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〜
夏
休
み
一
日
Ａ
Ｒ
Ｔ
体
験
〜

ワ

ン

デ

ィ

ア
ー
ト

第
１７
回

Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
―
レ
ポ
ー
ト
―

「
今
年
こ
そ
は
楽
し
い
夏
休
み
に

…
」
誰
も
が
願
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
未
だ
行
動
の
制
限
が
あ
り
ま
す

が
、
大
人
も
子
供
も
感
染
症
対
策
が
日

常
化
し
、
出
来
る
こ
と
の
工
夫
も
さ
れ

て
き
た
よ
う
で
す
。

今
年
も
感
染
症
対
策
の
た
め
、
募
集

人
数
は
半
数
に
抑
え
ま
し
た
が
、

「
Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ
Ａ
ｒ
ｔ
」
の
開
催
を

心
待
ち
に
し
て
く
れ
た
１
２
４
名
の
皆

さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
の
中
、
限
ら
れ
た
時
間

で
し
た
が
、
集
中
し
て
仕
上
げ
た
作
品

は
い
ず
れ
も
力
作
ば
か
り
。

作
品
展
は
公
式
サ
イ
ト
（
こ
ど
も
日

展
ペ
ー
ジ
）
で
行
い
、
共
同
制
作
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
や
国
立
新
美
術

館
の
日
展
会
場
で
展
示
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

《
指
導
作
家
》

７
月
２４
日

彫
刻

野
原
昌
代

山
崎
茂
樹

中
原
篤
徳

寺
山
三
佳

吉
岡

徹

（
サ
ポ
ー
ト
）
安
田
陽
子

廣
川
政
和

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
山
田
朝
彦

７
月
２５
日

工
芸
美
術
（
陶
）

福
富

信

林

香
君

南
雲
龍
比
古

村
田
真
樹

（
サ
ポ
ー
ト
）
村
山
恵
子

高
橋
和
則

村
越
郁
夫

８
月
２
日

洋
画

田
辺
知
治

佐
藤
祐
治

茅
野
吉
孝

田
中
里
奈

８
月
３
日

書

井
上
清
雅

師
田
久
子

綿
引
滔
天

植
松
龍
祥

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
髙
木
聖
雨

永
守
蒼
穹

（
サ
ポ
ー
ト
）
尾
花
太
虚

角
田
大
壤

斎
藤
真
澄

滑
田
燿
齋

松
浦
龍
坡

８
月
８
日

日
本
画

岩
田
壮
平

亀
山
祐
介

川
田
恭
子

能
島
浜
江

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
米
谷
清
和

（
サ
ポ
ー
ト
）
青
鹿
未
奈

井
上
恵
理

【
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
】

株
式
会
社
吉
祥
、
株
式
会
社
玉
蘭
堂
、

株
式
会
社
ケ
ー
エ
ス
、
株
式
会
社
東
海
丸

二
陶
芸
、
株
式
会
社
墨
運
堂

賛
助
会
員
制
度
《
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
》

（
掲
載
希
望
者
の
み

令
和
３
年
８
月
末
現
在
）

●
個
人

青
木
晃
子
様

東

晋
一
郎
様

新
井
演
子
様

飯
田
真
未
様

石
崎
國
夫
様

石
崎
喜
江
様

井
谷
善
惠
様

井
上
道
守
様

今
田
功
一
様

今
村
忠
司
様

岩
田

薫
様

奥
田
節
子
様

奥
田
卓
三
様

角
井

博
様

梶
山
純
子
様

金
子
美
和
様

兼
重
勇
希
様

栗
原
直
子
様

呉

祐
輔
様

黒
田
浩
平
様

児
玉
安
司
様

近
藤
禎
男
様

坂
本
美
賀
子
様

佐
川
か
お
る
様

鈴
木
千
壽
様

髙
木
京
子
様

髙
木
寛
史
様

田
頭
明
子
様

田
頭
益
美
様

髙
田
久
信
様

髙
橋
千
笑
様

竹
本
葉
子
様

谷
本
佳
美
様

土
橋
正
彦
様

土
屋
礼
央
様

鶴
巻
百
合
子
様

中
谷
幸
司
様

中
原
有
三
様

西
田
俊
通
様

西
村
潤
帰
様

西
村
友
子
様

野
田
裕
一
様

藤
田
理
恵
子
様

堀

稲
子
様

松
岡
庸
子
様

松
原
香
織
様

松
本
正
之
様

宮
島
幸
男
様

宮
原
和
朗
様

村
里

暁
様

森
嶌
順
子
様

●
法
人
・
団
体

株
式
会
社
Ｉ
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様

医
療
法
人
社
団
永
寿
会
様

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
様

株
式
会
社
川
端
商
会
様

株
式
会
社
玉
蘭
堂
様

謙
慎
書
道
会
様

ゴ
ー
ル
デ
ン
文
具
株
式
会
社
様

株
式
会
社
靖
雅
堂
夏
目
美
術
店
様

公
益
社
団
法
人
創
玄
書
道
会
様

株
式
会
社
高
山
草
月
堂
様

株
式
会
社
筑
波
銀
行
様

Ｔ
＆
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所
様

東
洋
額
装
株
式
会
社
様

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院
様

一
般
財
団
法
人
ビ
オ
ト
ピ
ア
財
団
様

福
井
素
鳳
堂
様

株
式
会
社
便
利
堂
様

有
限
会
社
丸
栄
堂
様

有
限
会
社
み
な
せ
筆
本
舗
様

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
様

一
般
財
団
法
人
桃
園
学
園
様

株
式
会
社
谷
中
田
美
術
様

株
式
会
社
湯
山
春
峰
堂
様

菱
三
印
刷
株
式
会
社
様

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
様

株
式
会
社
和
光
様

１３ 日展ニュース 第１７９号



作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―

出
会
い
・
真
実

第
二
科
洋
画

理
事

湯

山

俊

久

自
然
豊
か
な
静
岡
県
東
部
小
山
町
に
生
ま
れ
、
い
つ
も
目
の
前
に
富
士

山
を
見
て
育
っ
た
。
小
学
生
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
し
か

も
担
任
の
先
生
が
油
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
か
ら
油
絵
に
関
心
が
高
ま
っ

た
。
先
生
の
描
く
油
絵
は
、
ぺ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
キ
ャ
ン

バ
ス
に
絵
の
具
を
塗
っ
た
り
盛
り
上
げ
た
り
、
そ
れ
ま
で
水
彩
画
し
か
知

ら
な
か
っ
た
私
に
は
衝
撃
的
で
、
水
彩
絵
の
具
を
盛
り
上
げ
、
油
絵
の
ま

ね
ご
と
を
し
た
り
も
し
、
ほ
ど
な
く
、
油
絵
も
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
美
術
館
や
、
百
貨
店
で
の
展
覧
会
を
観
に
行
く
よ
う
に

な
り
、
買
い
求
め
た
複
製
画
や
ポ
ス
タ
ー
を
部
屋
の
壁
一
面
に
貼
っ
て
楽

し
ん
だ
り
も
し
て
い
た
。

美
術
大
学
入
学
後
も
、
縁
あ
っ
て
、
坪
内
正
先
生
の
自
宅
に
あ
る
美
術

研
究
所
に
通
わ
せ
て
頂
き
、
そ
こ
で
絵
画
の
基
本
を
徹
底
的
に
学
ば
せ
て

頂
い
た
事
は
、
た
い
へ
ん
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
所
属
し
た
会
で
は
、
伊
藤
清
永
先
生
、
中
山
忠
彦
先
生
に
薫

陶
を
受
け
た
。

日
展
は
、
高
校
の
美
術
部
で
初
め
て
観
た
と
き
か
ら
、
一
目
で
フ
ァ
ン

に
な
っ
た
。
作
家
と
し
て
公
募
展
に
出
す
な
ら
、
最
高
峰
で
あ
る
日
展
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
は
何
の
迷
い
も
な
く
、
故
郷
の
樹
木
と
遠
く
に
山
を
入

れ
て
描
い
た
作
品
で
、
初
入
選
。

卒
業
後
も
、
絵
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
、
桃
園
学
園
四
谷
美
術
研

究
所
の
講
師
の
経
験
は
、独
り
よ
が
り
に
な
り
が
ち
な
作
家
精
神
を
正
し
、

と
て
も
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
。

出
会
っ
た
先
生
方
は
、
皆
、
本
格
派
で
、
一
流
で
あ
り
、
当
然
の
よ
う

に
自
分
も
妥
協
を
許
さ
ぬ
覚
悟
が
高
ま
っ
て
い
き
、
そ
の
気
持
ち
は
ず
っ

と
変
わ
ら
な
い
。

多
く
の
人
達
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る

真
実
は
、
本
物
へ
の
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
私
の
作
家
と
し
て
の
核
を
な

し
て
い
る
。

《 I'Aube（夜明け）》
（平成２８年 改組 新 第３回日展出品作）

日本芸術院賞

《 L'allure（ラリュール）》
（平成２２年 第４２回日展出品作）

内閣総理大臣賞

《
グ
レ
ー
春
光
》（
平
成
１４
年
）

アトリエにて ３０代前半
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塊

魂

第
三
科
彫
刻

理
事

山

田

朝

彦

ロ
ダ
ン
の
言
葉
に
「
肝
心
な
點
は
感
動
す
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
、
望

む
こ
と
、
身
ぶ
る
い
す
る
こ
と
…
。」
と
あ
り
ま
す
。
私
は
大
学
を
卒
業

し
て
す
ぐ
に
、ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
の
で
す
が
、た
ま
た
ま
入
っ
た
ボ
ル
ゲ
ー

ゼ
美
術
館
で
出
逢
っ
た
ベ
ル
ニ
ー
ニ
の
彫
刻
の
強
さ
・
圧
力
に
正
に
身
震

い
す
る
ほ
ど
感
動
し
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
彫
刻
と
の
邂
逅
が
彫
刻
家
と
し
て
の
原
点
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
も
う
五
十
五
年
も
前
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
も
ま
た
随
分
前
の
こ
と
で
す
が
、
銀
座
を
歩
い
て
い
た
時
、
折
に

触
れ
て
立
ち
寄
る
店
に
、
ア
フ
リ
カ
彫
刻
「
ボ
リ
」
を
見
た
刹
那
、
衝
動

的
に
買
い
求
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
く
つ
か
ア
フ
リ
カ
彫
刻
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
「
ボ
リ
」
に
は
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
と
言
う
主
張
も
表
情
も
な
く
、
た
だ
「
で
ー
ん
」
と
存
在
す
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
。
精
霊
を
呼
び
込
む
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
づ
れ
に
し
て
も
存
在
感
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
「
ボ
リ
」
を
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ロ
ダ
ン
の
作
品
を
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
い
る
美
術
館
で
目
に
し
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。
展
示
室
中
央

の
一
番
良
い
と
こ
ろ
に
「
ボ
リ
」
が
鎮
座
ま
し
ま
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
…
私
の
目
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
な
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

彫
刻
を
制
作
し
始
め
て
半
世
紀
に
も
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
先
達
・
先

輩
方
に
お
教
え
頂
き
、
今
の
私
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
々
な
造
形
物
も
ま
た
私
に
と
っ
て
は
良
き
導
き
手

で
あ
り
、
良
き
友
な
の
で
す
。
ア
ト
リ
エ
の
柵
に
置
か
れ
た
こ
れ
ら
寡
黙

な
友
（
モ
ノ
）
に
触
れ
る
と
き
、
声
な
き
声
を
聴
き
、
語
ら
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
彫
刻
に
宿
る
魂
を
い
か
に
粘
土
で
表
現
す
る
の
か
楽
し
み
な
が
ら

制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。

画
家
の
香
月
泰
男
の
言
葉
に
「
実
在
感
と
は
、
そ
こ
に
生
命
を
持
つ
た

も
の
が
あ
る
と
言
ふ
こ
と
だ
。
在
る
や
ふ
に
見
え
る
と
言
う
こ
と
で
は
な

い
。
重
量
感
と
言
ふ
こ
と
は
、
作
者
の
人
間
重
量
の
こ
と
で
あ
る
。」
と

あ
り
ま
す
。こ
の
言
葉
の
意
味
を
深
く
学
び
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

《
一
歩
》（
平
成
２９
年
改
組
新

第
４
回
日
展
出
品
作
）

《
朝
の
響
き
》（
平
成
２７
年
改
組
新

第
２
回
日
展
出
品
作
）

日
本
芸
術
院
賞

《彩雲》（令和２年 改組 新 第７回日展出品作）

アフリカ「ボリ」

彫
刻
を
始
め
た
昭
和
４６
年
頃

１５ 日展ニュース 第１７９号



第
８
回
日
展
図
録

（
五
部
門
五
分
冊
）

○
定
価
各
三
、
二
〇
〇
円
（
税
込
）

○
令
和
３
年
１１
月
３
日
発
行
予
定

○
東
京
会
場
の
全
陳
列
作
品
図
版
・
目

録
を
収
録

（
作
家
名
・
作
品
題
名
の
読
み
仮
名
付
）

○
全
作
品
に
作
品
寸
法
、
工
芸
美
術
に

は
技
法
を
表
記

○
Ａ
４
判
変
型

第
一
科
『
日
展
の
日
本
画
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
約
七
〇
頁

表
紙

渡
辺
信
喜（
出
品
作
・
予
定
）

第
二
科
『
日
展
の
洋
画
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
約
一
五
〇
頁

表
紙

藤
森
兼
明（
出
品
作
・
予
定
）

第
三
科
『
日
展
の
彫
刻
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
約
六
〇
頁

表
紙

山
田
朝
彦（
出
品
作
・
予
定
）

第
四
科
『
日
展
の
工
芸
美
術
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
約
一
二
〇
頁

表
紙

中
井
貞
次（
出
品
作
・
予
定
）

第
五
科
『
日
展
の
書
』

全
会
員
・
審
査
員
・
篆
刻
は
カ
ラ
ー
、

準
会
員
・
無
鑑
査
・
特
選
・
一
般
入

選
は
モ
ノ
ク
ロ
約
二
二
〇
頁

表
紙

黒
田
賢
一（
出
品
作
・
予
定
）

左
の
先
生
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

渡
辺

晋
先
生（
洋
画
・
会
員
）
３
・
７
・
２１

武
腰

敏
昭
先
生（
工
芸
美
術
・
理
事
）

３
・
７
・
２８

（
日
本
芸
術
院
会
員
）

八
十
一
歳
。
昭
和
十
五

年
石
川
県
生
ま
れ
。
昭

和
三
十
八
年
第
六
回
日

展
初
入
選
。
平
成
二
年
日
展
会
員
、
同

八
年
日
展
評
議
員
、
同
二
十
一
年
日
展

監
事
、
同
二
十
二
年
日
展
理
事
、
日
本

芸
術
院
会
員
、
同
二
十
三
年
日
展
常
務

理
事
、
同
二
十
六
年
日
展
理
事
。
平
成

元
年
第
二
十
一
回
日
展
審
査
員
（
以
降

合
計
九
回
）。

永
井
鐵
太
郎
先
生（
工
芸
美
術
・
会
員
）
３
・
８
・
７

石
田

康
夫
先
生（
彫
刻
・
会
員
）
３
・
８
・
９

齋
藤

二
郎
先
生（
彫
刻
・
会
員
）
３
・
９
・
１

編

集

後

記

本
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
多
く
の

方
が
作
品
制
作
に
大
詰
め
を
迎
え
る
時

期
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
本
号
は
「
第

八
回
日
展
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

開
催
に
あ
た
っ
て
奥
田
理
事
長
の
挨
拶

を
初
め
、
実
施
案
内
と
特
別
寄
稿
を
頂

い
た
お
二
人
、
各
科
の
審
査
員
、
理
事

の
先
生
方
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
貴
重
な

お
話
な
ど
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

紆
余
曲
折
を
経
て
信
じ
る
一
筋
の
道

を
進
ん
で
来
ら
れ
た
仕
事
ぶ
り
は
、
皆

様
の
制
作
に
大
き
な
後
押
と
な
る
も
の

と
感
じ
ま
す
。
ご
多
忙
の
折
、
先
生
方

の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
状
況
の
下
で

も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
感
動
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
は
、
制
作
活
動
を
行
う
私
達

も
感
動
を
国
内
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
、

徹
底
し
た
予
防
対
策
を
施
し
た
上
で
、

皆
様
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
最
高
の

「
第
八
回
日
展
」
が
開
催
で
き
ま
す
よ

う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
清
水
）

編
集
委
員

川
田

恭
子

水
野

收

清
水

優

前
原

喜
好

堤

直
美

野
原

昌
代

月
岡

裕
二

友
定

聖
雄

西
村

東
軒

福
光

幽
石

吉
野
川
市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て

「
日
展
所
蔵
作
品
展
―
併
催
―
県
内
の

日
展
会
員
・
会
友
作
品
展
」
を
開
催

徳
島
県
・
吉
野
川

市
文
化
協
会
の
主
催

に
よ
り
、
令
和
３
年

７
月
２０
日
か
ら
２７
日

ま
で
、
日
展
会
館
所

蔵
作
品
８３
点
の
他
、

県
内
会
員
・
会
友
２２

点
、
計
１０５
点
の
作
品

を
陳
列
し
企
画
展
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、
二
千
人

近
く
の
方
々
に
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

新
刊
行
物
の
ご
案
内

第
８
回
日
展
作
品
集

○
定
価

三
、
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

○
令
和
３
年
１０
月
２９
日
発
行
予
定

○
五
部
門
の
全
会
員
・
審
査
員
・
受
賞

者
の
作
品
図
版

○
別
冊
作
家
本
人
に
よ
る
作
品
解
説
、

釈
文
（
書
）

○
Ａ
４
判
変
型

○
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
約
一
六
〇
頁

○
表
紙

渡
辺
信
喜
・
藤
森
兼
明
・
山

田
朝
彦
・
中
井
貞
次
・
黒
田
賢
一

（
出
品
作
・
予
定
）

※
ご
注
文
方
法
等
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、

A
m
azon

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
可
）で

も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

表
紙

「
腰
掛
け
て
い
る
人
」

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）

第
十
回
日
展

１
５
５
×
５
６
×
８
５
㎝

市
村

緑
郎（一

九
三
六
〜
二
○
一
四
）

埼
玉
県
戸
田
市
蔵
（
後
谷
公
園
）
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